
■美浜区支え合いのまち推進計画　第５期計画　〔計画期間：令和４～８年度〕　取組項目一覧

【基本目標】みんなが主役！こころ豊かな美浜（まち）づくり

基本
方針

施策の方向性 具体的な取組項目 地区部会エリア
重点取組

項目
新規取組

項目
取組内容 実施団体

  １  顔の見える関係づくり  （１）顔の見えるご近所づきあいの構築 稲毛海岸地区部会 ★
【地域住民同士の顔が見えるご近所づきあいの構築】
・地区内４つの避難所運営委員会合同の訓練や話し合いを持つ機会をつくり、災害時に必要な活動ができるような構想を検討
します。また、防災に関して避難所をベースとした活動をきっかけに顔が見えるご近所づきあいの構築を進めていきます。

避難所運営委員会
町内自治会連絡協議会

幸町一丁目地区部会 ★ 新
【住民参加のイベントを通じた地域交流の活性化と地域活動への参加促進】
・盆踊り大会、餅つき大会等の復活やあじさい祭りの開催で、地域交流の活性化を図り地域活動への参加に誘導します。

町内自治会連絡協議会
コミュニティ委員会

高洲・高浜地区部会 ★

【住民参加のイベントを通じた地域交流の活性化と地域活動への参加促進】
・既存のイベントや地域資源を活用した新旧住民同士の交流機会の提供を進めます。
・住民に対してイベントを活用した地域交流活動への参加を促し、町内自治会等への参加に誘導します。
・地域資源を利活用した地域交流のきっかけづくりを進めます。

社協 地区部会
町内自治会連絡協議会
各町内自治会
地域運営委員会

真砂地区部会
【地域一体のまちづくりの推進】
・ひとり暮らし高齢者宅を訪問し、支え合う・助け合う地域一体のまちづくりを推進していきます。
　（警察の協力）

ささえあい まさご（社協 地区部会）
各町内自治会

【住民参加のイベント開催】
・様々なイベントを盛り込んだ「ベイタウンまつり」「ベイタウン夏祭り」「コア・フェスタ」「ハロウィンイベント」を開催し、住民同士の
多世代間交流の機会を提供します。

町内自治会連絡協議会
商店街振興組合
公民館
コア・サークル連絡協議会

【地域交流スペースを活用した多世代交流の機会提供】
・「盆おどり」「もちつき会」を通してこどもたちに伝統文化を伝えるとともに、多世代間の交流の機会を設けます。

青少年育成委員会
青少年相談員連絡協議会

・「ふれあいいきいきサロン」「ふれあい子育てサロン」「ふれあい食事会」を開催し、高齢者世代及び子育て世代それぞれの交
流の機会を提供します。 社協 地区部会

民生委員児童委員協議会

 
 （２）地域福祉を推進する団体等の交流や
　　　ネットワークづくり

幸町２丁目地区部会 ★
【地域運営委員会の設置】
・行政・地域の各団体の集まりで、情報・課題を共有し、地域運営を進めます。

幸町２丁目連携会議

幸町一丁目地区部会
【地域運営委員会による各団体の連携強化】
・地域運営委員会で地域課題を協議、精査し、各団体と連携して解決に努めます。

町内自治会連絡協議会
コミュニティ委員会
地域運営委員会

真砂地区部会 ★
【地域内の各種団体との福祉課題の共有】
・地域の障害者施設、町内自治会、民生委員、青少年相談員、老人クラブ、日赤奉仕団、各種ボランティア等が協力して専門の
委員会を組織して、地域の福祉の課題を共有して、その解決に取り組む。その活動は、毎月の会議で確認・共有します。

社協 地区部会（専門別委員会）

打瀬地区部会
【地域運営委員会構成メンバーによる連携強化】
・構成メンバー間で地域の福祉課題や情報について共有し、連携して対応できる体制づくりを進めます。

地域運営委員会

  ２  安心・見守り体制の構築
 （３）“みんなで”支え合う「あんしん支え合い
　　　ネット」の構築

稲毛海岸地区部会 ★
【見守りネットワークの構築・充実化】
・地区内で活用している「安心カード」を更新することに加え、安心カードの存在をアナウンスし、より一層の普及と活用に努めて
いきます。

社協 地区部会

幸町一丁目地区部会 ★
【支え合いネットワークの活用・促進】
・「安心サポートの会」の支え合いネットワークを活用し、ゴミ出し支援など支え合い活動のより一層の充実に努めます。
・買い物困難者を支援するための「金曜ふれあい市」の充実を図ります。

町内自治会連絡協議会
コミュニティ委員会

真砂地区部会 ★
【支え合い活動の推進】
・地域で住み続けられる見守りネットワーク、ひとり暮らし高齢者のゴミ出し支援、病院付添、買物代行、各種掃除の支え合い・
助け合い活動を推進します。

ささえあい まさご（社協 地区部会）

幕張西地区部会 ★
【見守り活動の推進】
・「向こう三軒両隣」の関係を再構築するため、各町内自治会で開始した見守り活動を支援するとともに、未実施の町内自治会
への働きかけを行います。

各町内自治会
社協 地区部会

打瀬地区部会
【高齢者実態調査時の「安心カード」「緊急時通報システム」の普及】
・ひとり暮らし高齢者等が安心して暮らすことができるよう、今後も継続して高齢者実態調査時に「安心カード」の普及に取組み
ます。また、普及が遅れている「緊急通報システム」の、ひとり暮らし高齢者への普及を進めます。

民生委員児童委員協議会
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  ２  安心、見守り体制の構築
 （３）“みんなで”支え合う「あんしん支え合い
　　　ネット」の構築

【街区への見守り体制構築に対する理解促進】
・災害時要支援者名簿による見守り体制の構築について、各街区の役割について認識を深めるため、各街区懇談会を通じ啓
発するとともに、千葉市の在宅支援策についての理解も深めていきます。

社協 地区部会
民生委員児童委員協議会

新
【千葉県立幕張海浜公園との連携】
・住民の通勤・通学路等の往来にて、幕張海浜公園内の照明等、安全の巡視、改善提案を定期的に行います。

町内自治会連絡協議会

 （４）防犯・防災対策を通じた地域づくり 稲毛海岸地区部会
【防犯パトロール隊の設置促進・防災情報の発信】
・自主防犯パトロール隊の結成を促進します。また、避難所運営委員会を中心に地域の実情に沿った避難訓練や、『無事で
す！カード』等の黄色いハンカチ活動を推進させ、防災に関する情報発信に努めます。

避難所運営委員会
町内自治会連絡協議会

【地域の諸団体による防犯パトロールの実施】
・地域の諸団体による防犯パトロールを実施し、地域住民が防犯意識を高め、犯罪の被害に遭わないような体制づくりを進めま
す。

各町内自治会
　（東住宅自治会・幸町団地自治会・１５街区
自治会）
民生委員児童委員協議会

【こども１１０番のいえの設置】
・こどもたちの登下校時における安全の確保を図るため、こども１１０番のいえの設置を進めます。

青少年育成委員会

【地域団体による防災マニュアルの推進】
・住民一人ひとりが防災意識を高め、災害発生時に的確な対応ができるようにマニュアルづくりを進めます。
・防災訓練を年一回実施します。

避難所運営委員会

幸町一丁目地区部会 ★ 新

【防災訓練等の実施】
・春季、秋季、冬季の防災訓練と安否確認訓練を実施します。
・徒歩、青パトによるパトロール活動を強化し、犯罪ゼロの町を目指します。
・防犯通信、防災通信、地域安全マップ等を発行し、住民の意識啓発を行います。

町内自治会連絡協議会
コミュニティ委員会

真砂地区部会

【防災訓練等の実施】
・地域での防災訓練を実施します。
・防犯パトロールを実施します。
・地域での詐欺防止講話を実施します。

各町内自治会
社協 地区部会

磯辺地区部会
【災害対応マニュアルを活用した防災訓練の実施】
・各避難所運営委員会単位で作成したマニュアルに基づく防災訓練を実施し、地域住民が各種機材の設置や操作を体験する
機会をつくります。

各町内自治会
地域運営委員会

【防犯パトロールの充実】
・青少年育成委員会による夜間パトロールを行い、抑止力の一環として、街のこどもたちを見守り続けていきます。
・町内自治会連絡協議会防犯委員会の参加や千葉西警察署とも連携をとっていきます。

青少年育成委員会
町内自治会連絡協議会

新
【こども１１０番のいえの設置と啓蒙】
・近隣の児童・生徒が不審者等から危険を回避できるよう、街区の商店や管理事務所にこども１１０番のいえを設置。児童・生
徒・保護者にこども１１０番のいえの設置場所を知ってもらう啓蒙活動を行います。

青少年育成委員会
町内自治会連絡協議会

★ 新

【特殊詐欺被害の発生防止】
・警察署の指導の下、「ふれあいいきいきサロン」での講習、各街区内での講習の機会を設け、特殊詐欺の被害撲滅を目指しま
す。
・千葉西警察署の防犯指導員への登録、犯罪発生状況や警察からの指導事項等の情報取得により、各街区への情報展開を
行います。
・千葉西警察署主管の「地域一体となった街づくり」への参画により、住民全体へ啓蒙活動を展開します。(例 住民参加イベント
へ移動交番、展示ブースの設置等、住民への呼びかけを行います。）
・千葉県警のテロ対策ネットワークへの参画により、千葉県警や幕張新都心の企業と連携し、訓練の参画を行います。

社協 地区部会
民生委員児童委員協議会
街区
町内自治会連絡協議会

【地域特性を考慮した自主防災組織の構築と推進(自助と互助)】
・地域特性に応じ、適切な避難マニュアルの作成や改定を行います。
・定期的に防災訓練を実施し、マンション内の設備の点検や改善を図ります。
・住民同士の交流を深め、要支援者や災害弱者の支援を行います。

避難所運営委員会
（自治会連合会防災委員会）

【避難所の開設と運営、啓発活動(共助と公助)】
・避難所開設訓練を通じて、地域と行政の連携を強化し、防災力の向上に努めます。
・地域と行政の協業体制を構築し、災害備品の保全を行います。
・(個人情報保護に配慮の上)地域の要支援者の支援体制を整備します。
・ペット飼育者も考慮した避難所運営の検討を行います。

避難所運営委員会
（自治会連合会防災委員会）
街区

幸町２丁目地区部会

打瀬地区部会

打瀬地区部会
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  ３ 地域での居場所、交流の
　　 場づくり

 （５）町内自治会・集合住宅の集会所などの
　　　地域資源を活用した交流の場づくり

稲毛海岸地区部会
【地域住民の交流の場の拡大・充実化の検討】
・ふれあいいきいきサロンやふれあい散歩クラブ等の地域住民の交流の場について、既存活動の拡大とその組織づくり、また
既存団体や行政と連携しながら地域資源をベースにした新たな活動団体を増やす取り組みの検討を行います。

社協 地区部会
町内自治会連絡協議会

幸町２丁目地区部会
【ふれあい いきいきサロンの設置】
・集合住宅の集会所（東・西集会所 ・ １０街区集会所）を利用し、地域住民が気軽に集い、交流できる場づくりを進めます。

社協 地区部会

幸町一丁目地区部会

【ふれあい いきいきサロンの実施・ふれあい食事サービス（会食会）の実施】
・町内自治会の集会所を活用してふれあいいきいきサロンを実施し、地域住民が気軽に集い、交流できる場づくりを進めます。
特に17年続いているアネモネの会は、歌を通じた健康づくりと楽しい交流の場として、さらに発展させていきます。
・コロナ禍により弁当持ち帰りとしていたふれあい食事サービスの会食を再開し、交流の場づくりを進めます。（ウィズコロナに配
慮し会食と持ち帰りの選択性）

社協 地区部会

高洲・高浜地区部会 ★
【ふれあい いきいきサロンの設置】
・町内自治会や集合住宅の集会所等の地域資源を活用し、高齢者が気軽に集い交流できるサロンや茶話会などの設置を進め
ます。

社協 地区部会
町内自治会連絡協議会
各町内自治会
地域運営委員会

真砂地区部会
【こどもや高齢者が気軽に集える交流の場の設置】
・地域のこどもの行事、高齢者の行事、高齢者が気軽に集え、学習・娯楽・交流・懇談できる場を設置していきます。

各町内自治会

磯辺地区部会
【ふれあい いきいきサロンの設置促進】
・町内自治会や集合住宅の集会所、磯辺地域ルームなど地域資源を活用し、地域住民が気軽に出向けて交流できる「居場所」
をつくります。

各町内自治会
社協 地区部会
民生委員児童委員協議会

幕張西地区部会 ★
【ふれあい いきいきサロン、茶話会等の設置促進】
・町内自治会や集合住宅の集会所等の地域資源を活用し、高齢者等が気軽に集い、交流できるサロンや茶話会などの設置を
進めます。

社協 地区部会
各町内自治会

★ 新
【コミュニティースペース「絆」の運営】
・街区の店舗スペースを利用し、ここを拠点として気軽に立ち寄れるコミュニティの場として、多彩なイベントを開催するなど、住
民間の交流機会を提供、多世代の住民の居場所を提供します。

商店街振興組合

【地域連携センターの有効活用】
・地域連携センター運営会議に参加する各団体が、各種事業の拠点としてセンターを利用し、住民交流の機会を提供します。

地域連携センター 運営会議メンバー

  ４ 地域での身近な支え合い
　　 活動

 （６）地域住民参加型の支え合い体制の
      構築

幸町一丁目地区部会 ★

【世代間交流や様々な人たちとの交流の場・機会の提供】
・地域で子育てを支援するために子育てサロンを開催し、親子交流の場及び世代間交流の場づくりを進めます。
・放課後自習室「CoCo」を継続的に実施し、小中学生の学び・遊び及び会食の場づくりを進めます。
・手話クラブを開催し、障がい者への理解と交流の場づくりを進めます。

社協 地区部会

高洲・高浜地区部会

【身近な地域での福祉課題から支え合い体制の構築】
・認知症徘徊模擬訓練を実施します。
・身近な地域での支え合い活動を実施する団体等の普及・促進を図ります。
・地域で子育てを支援するため、子育てサロン等の交流の場づくりを進めます。
・障害者や高齢者が、地域で活動できる場、機会づくりを進めます。

社協 地区部会
町内自治会連絡協議会
各町内自治会
地域運営委員会

真砂地区部会
【地域での身近な支え合い活動の継続】
・地域に安心して住み続けられる支え合い活動を行う「ささえあい まさご」を、地域で支援していきます。

各町内自治会
社協 地区部会

磯辺地区部会
【子育て支援の推進・障害者の社会参加の促進】
・子育てサロンの積極的な開催を通して、子育て世代の出会いの場を提供し、孤立を防ぎます。
・障害者が地域で活動できる機会づくりを進めます。

社協 地区部会
民生委員児童委員協議会

【子育て世代の支え合い】
・乳幼児親子を対象にして「子育てサロン」や「親子ふれあい教室」などのイベント開催し、参加親子同士の交流に加え、専門家
の方々からのアドバイス等を得る機会を提供していきます。

社協 地区部会

【高齢者の支え合い】
・同じ街区に居住する高齢者同士が集う「街区サロン」開催し、交流する機会を設けることで、何かの際に住民同士が助け合え
る環境を整備します。

民生委員児童委員協議会
社協 地区部会

打瀬地区部会

打瀬地区部会
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■美浜区支え合いのまち推進計画　第５期計画　〔計画期間：令和４～８年度〕　取組項目一覧

【基本目標】みんなが主役！こころ豊かな美浜（まち）づくり

基本
方針

施策の方向性 具体的な取組項目 地区部会エリア
重点取組

項目
新規取組

項目
取組内容 実施団体

資 料 １－２

  ４ 地域での身近な支え合い
　　 活動

 （６）地域住民参加型の支え合い体制の
      構築

新
【ヤングケアラー等の相談窓口の設置】
・千葉市こども未来局こども企画課の「どこでもこどもカフェ」へ登録を行い、ヤングケアラーや不登校児童生徒の相談窓口を目
的に、体験者・専門職の交流の場を設けた活動を行います。

うたせ認知症を考える会

【地域に住む外国人、帰国子女との交流】
・地域にお住いの外国人との多文化交流や仲間づくりを目的とした活動を行います。

うたせ認知症を考える会

【高齢者等の孤食防止の取り組み】
・高齢者の孤食を防ぐ茶話会を開催し、互いに寄り添い合い、食事の楽しさを共有する活動を行います。

うたせ認知症を考える会

 （７）地域での助け合い活動の推進 幸町２丁目地区部会 ★
【生活の支援サービス】
・買い物やゴミ出し支援について、継続実施します。

幸町団地自治会 お助け隊
ＵＲクリーンメイト

磯辺地区部会 ★
【磯辺地区支え合い活動の支援と促進】
・自治会単位で展開している「磯辺地区支え合い活動」を支援します。
・「磯辺地区支え合い活動」に未加盟の自治会の加盟を促進します。

地域運営委員会
各町内自治会
民生委員児童委員協議会

【認知症の方とご家族への支援】
・「ベイタウンかふぇ」と常設の「cafe月と木」及び「そよかぜの会」を開催し、認知症の方及びご家族の交流の機会を設けます。
また、会では専門家の支援をいただき、関連する各種情報の提供及び支援制度の理解が進むようサポートを行います。

うたせ認知症を考える会
社協 地区部会

新
【障害者の方とご家族への支援】
・「ほっとスペース」では、美浜区障害者基幹相談支援センターの参加をいただきながら、障害者ご本人とご家族の交流および
情報交換の場を提供します。

社協 地区部会

新
【認知症・発達障害への正しい理解の促進】
・バーチャルリアリティー（ＶＲ）技術を活用した認知症本人及び発達障害者本人を疑似体験するワークショップを開催し、ファシ
リテーターからの助言、参加者間の意見交換を通して、認知症、発達障害を正しく理解する機会を提供します。

社協 地区部会

新
【交通弱者支援への取り組み】
・千葉市グリーンスローモビリティ実証調査活動を通じて、ひとり暮らしの高齢者や健康弱者の外出支援・社会参加、コミュニ
ケーションの促進により、人と人がつながり、フレイル予防に役立つ支援モデルを検討します。

町内自治会連絡協議会

【しゃべり場】
・保護者の方々が地域の学校枠をこえて一堂に会し、それぞれの悩みや困っている事などグループ形式でディスカッションしま
す。会での内容については守秘義務を持っていただくようお願いしていきます。
　互いにより添える場として、年三回開催していきます。

青少年育成委員会

 ５  地域での健康づくり  （８）地域の保健と医療との連携による心身
　　　の健康づくり

幸町一丁目地区部会 ★

【地域支え合い通いの場を通じて医療や介護に関する講座・勉強会の開催】
・高齢化に伴う病気の予防や医療・介護体制等の将来の課題を学び合う介護研究会の一環として、住民に密接した講座(成年
後見制度講座、認知症サポーター養成講座等)を開催し、支え合うまちづくりを進めます。
・健康で心豊かな生活を送ることを目的に、地域支え合い通いの場「健康プラザ」を実施し、高齢者の支援を進めます。

社協 地区部会
町内自治会連絡協議会
コミュニティ委員会

打瀬地区部会
【「カウンセリングルーム絆」の開設（ホームページ開設済み）】
　https://www.counseling-kizuna.com/
・不登校、発達障害児の支援。中高年キャリア支援、一般的なメンタルのカウンセリングなどを行います。

商店街振興組合

 （９）健康づくりイベント等への参加促進 稲毛海岸地区部会
【健康づくりイベント・スポーツ行事への参加促進】
・健康測定を主とした健康フェスティバルの取り組みや、地区スポーツ振興会が主催する各スポーツ行事に地域住民が積極的
に参加してもらうよう促していきます。

社協 地区部会
スポーツ振興会

幸町２丁目地区部会
【ラジオ体操の実施】
・高齢者の健康維持・増進のため、複数の場所で毎日、ラジオ体操を実施します。

各町内自治会（幸町団地自治会）
ＵＲ

幸町一丁目地区部会

【健康づくりイベントによる地域住民の健康増進と多世代交流】
・健康スポーツサロンの一環としてボッチャ（新）・グランドゴルフ・ボウリングのイベントを開催し、多世代交流を図ります。
・地域内公園でラジオ体操を実施し、住民の健康増進を図ります。
・理学療法士による健康教室を、定期的（年４回）に開催します。

社協 地区部会

打瀬地区部会

打瀬地区部会
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■美浜区支え合いのまち推進計画　第５期計画　〔計画期間：令和４～８年度〕　取組項目一覧

【基本目標】みんなが主役！こころ豊かな美浜（まち）づくり

基本
方針

施策の方向性 具体的な取組項目 地区部会エリア
重点取組

項目
新規取組

項目
取組内容 実施団体

資 料 １－２

  ５  地域での健康づくり  （９）健康づくりイベント等への参加促進 高洲・高浜地区部会 ★
【健康づくり教室への参加促進・増設】
・１００歳体操やシニアリーダー体操等、地域で行われている健康づくり教室への参加促進、及び開催場所の増設を進めます。

社協 地区部会
町内自治会連絡協議会
各町内自治会
地域運営委員会

真砂地区部会
【シニアリーダー体操等の促進】
・シニアリーダー体操等の促進で、元気長生きの街づくりを推進します。

各町内自治会
社協 地区部会

磯辺地区部会
【地域で行われる健康イベント等の情報発信・参加促進】
・１００歳体操やシニアリーダー体操などの地域住民の健康づくり教室への参加を促進し、安定的な開催を支援します。
・磯辺スポーツセンターを活用した健康づくりイベントを企画・実施します。

各町内自治会
社協 地区部会
スポーツ振興会

【シニアリーダー体操の実施】
・地区部会活動の一環として、公民館の協力も得て、毎月３回シニアリーダー体操を開催していきます。

社協 地区部会

【マラソン大会の開催】
・希望者参加型の住民対象マラソン大会を開催します。

スポーツ振興会
子ども円卓会議

【健康ウォーク・散歩の実施】
・希望者参加型のウォーク、散歩を楽しむ会を定期的に開催します。

健康ウォークの会
社協 地区部会

【ラジオ体操の開催】
・週一回、公民館中庭にてラジオ体操を楽しむ会を開催します。

うたせ中天体操会

【近隣の関係機関の協力を得て健康セミナーを開催】
・高齢者世代を中心に、「フレイル予防」「健康寿命の維持」等健康に関する知識、情報への要求が高まってきている。近隣の関
係機関の方々との連携強化を図って、これらの要望に応えて内容を充実させ且つタイムリーな情報を提供する「健康講座」開催
していきます。

社協 地区部会

新
【高齢者向け診断項目を主にした健康測定会】
・「美浜いきいきプラザ」の支援を受け、高齢者向け診断項目（脳年齢、血管年齢、骨密度測定、体脂肪率、血中酸素濃度等）を
組み入れた健康測定会を開催し、高齢者がご自身の健康状態を客観的に知る機会を提供します。

社協 地区部会

【乳幼児の食育講習会】
・乳幼児期の保護者を対象に、管理栄養士やヘルスメイトの皆さんによる座学と試食で発育に大切な講座を、毎年、公民館共
催で開催していきます。

社協 地区部会
打瀬公民館（コア）

【酪農体験】
・毎年小学生対象に、牧場での酪農体験を通じて食育学習を実践していきます。

青少年相談員連絡協議会

  ６ 地域の情報を伝える、
　　 伝わる仕組みづくり

 （10）誰もが身近に得ることができ、分かり
　　　 やすい情報の発信

幸町一丁目地区部会 ★
【広報・情報提供の充実】
・第３６地区連協の機関紙年６回の発行、社協幸町一丁目地区部会広報紙年６回の発行、ケーブルテレビ（CTS）、３６連協ホー
ムページ、その他チラシなど多様な手段を講じて住民の意識啓発を行います。

社協 地区部会
町内自治会連絡協議会
コミュニティ委員会

真砂地区部会 ★
【広報・情報提供の充実】
・ホームページを通じて各種団体の活動や事業、イベントの情報提供で地域の活性化と魅力を高めます。

地域運営委員会
町内自治会連絡協議会
社協 地区部会
民生委員児童委員協議会

【ホームページの運営】
・ホームページで、活動の歴史や経緯を紹介し、認知症カフェやベイタウンかふぇの活動のトピックスとニュースを写真や記録を
発信します。

うたせ認知症を考える会

【ベイタウンニュースへの協力支援】
・街の発展に情報発信に大きく寄与してきた打瀬・若葉地区に全戸配布しされている「ベイタウンニュース」の発行存続に向け
て、協賛や情報提供を継続して行います。

町内自治会連絡協議会

【防災無線を利活用した情報発信】
・災害時の利用だけでなく、防災無線を通じて、打瀬地区の小中学校のこどもたちの声でメッセージを伝える等、日頃から防災・
防犯意識を高めるため、情報発信を行います。

町内自治会連絡協議会

打瀬地区部会

打瀬地区部会
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■美浜区支え合いのまち推進計画　第５期計画　〔計画期間：令和４～８年度〕　取組項目一覧

【基本目標】みんなが主役！こころ豊かな美浜（まち）づくり

基本
方針

施策の方向性 具体的な取組項目 地区部会エリア
重点取組

項目
新規取組

項目
取組内容 実施団体

資 料 １－２

  ６ 地域の情報を伝える、
　　 伝わる仕組みづくり

 （10）誰もが身近に得ることができ、分かり
　　　 やすい情報の発信

【青少年育成委員会の情報発信】
・地域の皆さんに青少年育成委員会の活動内容を知ってもらえるように、年３回広報紙を発行していきます。

青少年育成委員会

【社協地区部会活動の情報発信】
・「○月の社協」での次月の地区部会イベントの紹介と、年２回発行する地区部会機関紙「ハローうたせ」で、地区部会活動状況
及び住民との関わりの状況等をお伝えしていきます。

新

・ホームページ開設のニーズ、有効性を検討し、他地区部会の状況等の調査も行い、地区部会ホームページの開設・運営を検
討していきます。

新
【高齢者対象のスマホ教室】
・スマホ教室の開設（土・日）を行っていきます。

商店街振興組合

 （11）身近な相談機関・相談者の情報共有 打瀬地区部会 新

【交流会での情報提供】
・社協地区部会が主催する認知症カフェ「そよかぜの会」に「あんしんケアセンター磯辺」、障害者の交流サロン「ほっとスペー
ス」には「美浜区障害者基幹相談支援センター」から専門家に参加いただき、参加者に相談機関はじめ各種関連情報を提供し
ていきます。

社協 地区部会

 （12）オンラインや訪問相談等の活用による
　　　 新しい情報伝達の仕組みづくり

稲毛海岸地区部会 ★ 新

【スマートフォンを活用した情報発信・情報確認の検討】
・千葉市または美浜区のデジタル化推進事業を足掛かりに、デジタル回覧板や各情報の発信について、ＳＮＳ等を用いた方法
を導入を進めます。
　スマートフォン（スマホ）の普及に伴い、スマホを活用した安否確認等にもつなげられるよう検討します。

町内自治会連絡協議会

磯辺地区部会 ★ 新
【わかりやすい情報発信の強化】
・インスタに臨場感のある写真付きの記事をあげて、閲覧者と活動内容の共有を図ることで、閲覧者の活動への参加を促進し
ます。

各町内自治会
社協 地区部会

打瀬地区部会 新
【各種情報ツールの有効活用】
・スマホの利用調査を実施し、スマホで見る電子掲示板の設置や可能な情報手段の活用を検討していきます。メール等を利用
した地域の情報を伝える仕組みづくりを検討していきます。

社協 地区部会

  ７ 地域福祉、支え合いの
　　 意識を育む

 （13）支え合い意識の醸成 幸町一丁目地区部会
【ボランティア活動・町づくりの研修会・啓発講座の開催】
・ボランティア活動の研修会、町づくりの啓発講座を開催するほか、住民へのアンケート調査を実施し、支え合いの意識の醸成
に努めます。

町内自治会連絡協議会
コミュニティ委員会

高洲・高浜地区部会
【講座・研修会・サロン・イベントの開催、多世代交流】
・地域課題に即した講座や研修会の開催。
・身近な地域での「サロン」やこどもたちを対象とした「イベント」の開催により、多世代交流を図ります。

社協 地区部会
町内自治会連絡協議会
各町内自治会
地域運営委員会

【小学校への手話劇紹介】
・打瀬地区３小学校からの要請に応じて、地区部会障がい者福祉委員会が、手作りの手話劇を披露し、小学生が聴覚障害者
の方々を正しく理解する一助としていきます。

社協 地区部会

【中学校でのＥＸ講座】
・中学１年生を対象にして、学校から要望のあったテーマに沿って講座を準備し実行していきますが、その中で福祉「支え合い
の街」の実現についてもレクチャーする機会を設けていきます。

地域運営委員会

新
【セミナーの開催】
・心と体の健康・生きがいを支援するため、ウェルビーイングを知るセミナーを「コミュニティスペース絆」で開催し、知識の普及活
動に努めます。

商店街振興組合

【あいさつ運動】
・地域の活性化に向けて、打瀬地区の小中学校で実施している「あいさつ運動」を、校内だけでなく地域内でも実施することで、
こども発信で挨拶を通じて支え合いに寄与する活動を継続していきます。

子ども円卓会議
町内自治会連絡協議会

【標語コンクール】
・毎年、千葉市内中学３年生を対象に、テーマに沿った標語を募集し、相談員によって選出された作品を市に推薦していきま
す。

青少年相談員連絡協議会

社協 地区部会

打瀬地区部会
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■美浜区支え合いのまち推進計画　第５期計画　〔計画期間：令和４～８年度〕　取組項目一覧

【基本目標】みんなが主役！こころ豊かな美浜（まち）づくり

基本
方針

施策の方向性 具体的な取組項目 地区部会エリア
重点取組

項目
新規取組

項目
取組内容 実施団体

資 料 １－２

  ８ ボランティアの育成・活用  （14）ボランティア人材の育成 幸町一丁目地区部会
【ボランティア・福祉教育に関する講座開催】
・講師を招いて講座を開催し、人材の育成に努めます。また、活動団体別に協議会を開催し、活動の深化に努めます。

町内自治会連絡協議会
コミュニティ委員会

幕張西地区部会
【ボランティア・福祉教育に関する講座開催】
・ボランティアの確保、福祉課題に関する理解促進を図るため、ボランティアや福祉教育に関する講座を開催します。

社協 地区部会
各町内自治会

打瀬地区部会 ★ 新
【ボランティア人材の仲間づくり】
・千葉市グリーンスローモビリティの実証調査に参画する中で、変容する地域の交通弱者やフレイル予防等の課題を考え、交流
する活動を通じ、ボランティアに関心を寄せる人材の仲間づくり、育成を行います。

町内自治会連絡協議会

 （15）ボランティア活動への参加促進 幸町一丁目地区部会 新
【ボランティア活動への参加促進】
・広報紙、チラシ等でボランティア活動への参加を呼びかけます。

町内自治会連絡協議会
コミュニティ委員会

磯辺地区部会 ★
【ボランティア活動への参加促進】
・年間を通してボランティア募集を図ります。
・興味関心のある人にボランティア活動の実際を体験できる機会を設けます。

各町内自治会
社協 地区部会
民生委員児童委員協議会

★

【ボランティア活動への参加呼びかけ】
・年間を通して、地区部会が開催するイベントの参加者に、地区部会スタッフへの参加の声掛け、ボランティア募集の案内ビラ
配布を行っていきます。また、健康セミナー会場等に地区部会活動の紹介パネルを設置して、参加者の地区部会ボランティア
活動への理解促進を図っていきます。

社協 地区部会

新
【地域の支え合い活動の活動紹介】
・外部の各種メディアに地域の紹介を兼ねて、支え合いの活動を取材・放送・紙面掲載いただくことで、身近に参加可能なボラン
ティアがあることを知ってもらうことを働きかけます。

町内自治会連絡協議会

打瀬地区部会
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